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あ なたが評価するのほ 柔軟な対応 

力 ですか ? それとも最高のテクノ 

コジ 一でしょうか ? 

は M5l0 は、 その全てを備えてい 

革新的な最高の 技術、 極めて扱い 

やすいソフトウェアがもたらす 抜 

群の操作性、 コンパクトで 交換 容 

男な スキャニンバモジュール な ど。 

徹底した妥協を 許さない物作りの 

精神が、 ここにあ ります。 

斬新 ス 串ゃ ニン 要 新しい㏄ 鷲轟準 像 
極めてユニークなスキャニンバ 法 蛍光の 4ch 、 同時取得、 各ピンホー 

を 採用、 スキャニンバエリアの 設 ルぼ コンピコータコントロールさ 

定も自由自在。 従って、 思いのま れ、 2,048X2,048 ピクセルの高精 

まの不定形のスキャンが 可能です。 細スキャン、 4Xl2bit の 高 分解能 

全ての 3D 表示、 各種測定法と 相ま をぼじめとして、 積算、 オーバワン 

って、 試料情報を余すところなく プリンバ、 フォトンカウンティン グ 

表現します。 など、 」 SM5l0 の諸機能は 、 全て研 

かって、 顕微鏡に抱かれていた 様々 究 者への奉仕にあ りま す 。 

な期待が、 今ここに実現します。 

勧 顕微鏡部 
〒 lf60 東京都新宿区本塩町 22 番地 
03-3355-0332 Fax.03-3358-7554 
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大会準備委員会委員長 平 林 民 雄 

ここ数日の気温の 激しい変動が 我々の準備委員会をせき 立てているように 感じていま 

す 。 準備は着々と 進んでおりますが、 会員の方々全員が 申し込みを正しくやって 頂くこと 

が如何に運営事務を 円滑にするものかを 痛感しております。 

今大会には 300 題近くの申し 込みを頂きました。 発表者に満足していただくために 個々 

0 発表時間は短くしない、 多くの口演を 聴けるように 会場数を増やさない、 あ まり移動し 

なくても良いように 関連内容は纏める、 などの点を配慮しながら、 口演とポスタ 一発表に 

分けることは 楽しそうで案覚苦しい 仕事です。 また今大会では 動物学と植物学の 更なる 敵 

合を願って、 植物分野の方々にも 発生生物学会に 関心を持って 頂くべく、 植物の発生を 、 ン 

ンポジウムの 主題に据えました。 植物学分野の 研究者は勿論、 非常に多い動物学分野の 研 

究者もたとえ 我慢してでも「お 勉強」と思って 絶対に参加していただきたいと 思います。 

なお、 今回は本大会のホームページを 開きました。 アドレスは http://www.biol.tsukuba   

ac.JP/maru Ⅱ SDB/ です。 大会日程、 プロバラム、 シンポジウムの 案内などがご 覧になれま 

す 。 ご希望の方は 講演要旨を電子メールで 送って頂ければ 掲載致します。 詳細はホームペ 

ージを参照して 下さい。 また筑波大学周辺の 宿泊、 交通、 食事処などの 情報を提供してい 

る ぺ ー ジも紹介しています。 このホームページ 開設ははじめての 試みですので 試行錯誤の 

部分が多 い かと思いますが、 ご利用頂ければ 幸 い です。 大会の頃 には大学構内は 緑に包ま 

れた素晴らしい 光景になると 思われます。 大会の前後には 是非とも構内を 散策していただ 

き、 まだ成長途上にあ る筑波大学を 見ていただきたいと 存じます。 

葉 

星 元紀 

昨年末、 DGD 編集主幹を嶋田 拓 先生に引き継ぎました。 本来ですと、 「 DGD 編集 

主幹を退任するに 当たって」という 小文が、 新主幹のご挨拶とともに 本誌前号に載るべき 

なのですが、 すでに手掛けていた 原稿は最後まで 私がお世話するということになりました 

ため、 昨年末の時点ではご 挨拶をずる気分になれませんでした。 ようやく、 ほぼ総ての原 

稿に見通しが 立ち、 遅れ馳せながら 会員の皆様にお 礼のご挨拶を 申し上げる次第です。 

任期中の 3 年間は、 DGD にとってはあ る種の変革 期 でもあ りました。 編集主幹となる 
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に 当たって 、 先ず編集委員の 数を増やすとともに AssociateEditors,AdvisoryBoard を設け 

ましたが、 AdvisoryBoard には内外の著名な 方に参加をお 願いし、 お知恵を拝借するとと 

もに、 まことに失礼ながらあ る種の宣伝効果を 期待させていただきました。 一方、 学会の 

英断により DGD の製作・販売を BIackwellSci. 社に委託する 方針が既に固まっておりま 

したので、 移行に当たっていかに 混乱を少なくするかというのが 当面の大きな 課題でした。 

BlackwellSci. 社への委託第一号であ る 3 7 巻 1 号の出版には、 大きな期待を 寄せましたが、 

配布が大幅に 遅れたり、 写真印刷の質が 低下したりといった 事態となり、 いささか出鼻を 

挫かれる結果となりました。 この ょ うな混乱もあ りましたが、 学会の経済的負担は 相当に 

軽減され、 翌 3 8 巻からは表紙写真のカラー 化とカラ一図版印刷費の 一部学会負担、 3 9 

巻からは表紙デザインの 一新と表紙写真の 大判化などが 可能になりました。 嬉しいことに 

原著論文の投稿数はこの 3 年間で約 4 5% 増加しましたが、 その結果、 採択決定までの 時 

間をいくら短縮しても、 その後出版までの 待ち時間が伸びてしまい、 投稿から出版までの 

時間は逆にむしろ 遅れ気味となっております。 この点を改善するために、 田 ackwellSci. 社 

の好意に よ り無償で年間出版負数を 増やしましたが、 未だ十分ではなく 問題を今後に 残し 

てしまいました。 

この 3 年間はまた、 電子メディア 、 特に電子メールが 爆発的に普及した 時でもあ りまし 

た 。 電子メールは 著者や審査員との 通信に活用させてもらいましたが、 特に国外の方との 

通信時間・経費の 節減には劇的ともいえる 効果があ りました。 また、 採択後フロッピ ーを 

送っていただくことにしましたが、 製作・印刷業務も 相当に軽減された 筈です。 そろそろ、 

電子出版の準備も 必要ではないかと 思っております。 

お 蔭 さまで 3 年間の任期を 、 よろけながらも 何とか全うすることが 出来ました。 これも 

江口吾朗、 岡田 益 古画学会長をはじめとする 役員・会員諸氏の 暖かいご援助の 賜物と心よ 

り感謝いたしております。 特に 、 ご 投稿いただきました 方々、 審査をお願いしました 方々   

編集委員ならびに 学会運営委員の 皆様には、 心ならずも無理なことや 随分と失礼なことを 

多々申し上げました。 この場を借りてお 詫び申し上げます。 正直なところ、 この 3 年間は 

かなり緊張を 強いられる日々でもあ りましたが、 学問の進歩と 学会の発展におよばずなが 

らも益するところがあ るのだと信じておりました。 さて、 本当にそうであ ったのかどうか。 

この点は 、 仝後のご批判に 待ちたいと思います。 編集主幹退任のご 挨拶を終えるに 際し、 

この間、 黙々と献身的に 事務を処理し 続けてくれた 清水美智恵 氏 に感謝の意を 表したいと 

思います。 
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所 壬ル 笏 目 東京大学駒場キャンパス t5 号館第一会議室 

出席者     岡田 益吉 会長、 相沢慎一、 浅 島誠 ( 幹事長兼運営委員 ) 、 上野直人、 片桐千明、 

黒岩尾、 近藤芳人、 嶋田 拓 、 固まりな、 中江愚夫、 仲村巷 和 、 西田宏 記 、 平林民雄 

( 次回大会委員長 ) 、 福井 彰雅 ( 会計幹事 ) 、 松田良一 ( 庶務幹事 ) 

会長の挨拶 ( 岡田会長 ) に引き続き、 以下の報告と 審議に入った。 

  選挙結果報告。 サーキュラー 85 号参照。 

  学会事務センタ 一の発生生物学会担当者が 唐沢静子さんから 伊藤宏治さんに 交代し 

た。 それ故、 学会事務センタ 一に問い合わせる 時は、 伊藤さんにして 下さい。 

  会費未納者の 取り扱いについて。 在外会員のうち 10 年間の会費未納者 3 名を除名する 

ことにした。 国内の会員は 2 年間以上会費を 滞納すると自動的に 除名することは 既に、 

前回の大会で 承認されている。 外国人についても 同様の取り扱いとして 差し支えない 

ことを改めて 確認、 した。 

  ISOH の次回大会について、 サーキュラー 85 号に載せているので、 多くの会員が 参加 

して欲しい。 また、 大会木部に出来るだけ 会員に案内「 CallforAbstract 」を送っても 

らうように依頼した。 

  各種財団から 研究助成が来ているので、 推薦を希望する 方は締切の 1 ケ 月前までに事 

務局に届けて 下さい。 

( 松田庶務幹事 ) 

  平成 8 年 t2 月 20 日現在の会員数は 正会員 959 名、 学生会員 270 名、 賛助会員 11 

名、 合計 1,240 名であ る。 

  サーキュラー 83 一 85 号 (122 頁 ) を発行した。 

  会員名簿を 6 月に発行した。 ファックス番号と E-maiI address を新たに加えた。 会員各 

位の迅速なご 協力に感謝いたします。 その際、 一部入力ミスにより 会員にご迷惑をお 

かけしたことお 詫びを申し上げます。 

  人力ミスの修正介および 新人会員と変更のあ った会員分の 名簿を 12 月に追加した。 

  サーキュラ ー M4 号に述べたとおり、 4 年以上の会費未払い 者 72 名のうち、 会費を全額 

支払った会員数名を 除き、 全員を除名とした。 なお、 京都大会で研究発表した 時点で 
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末人会者が 20 名いたが、 そのうち 7 名は今現在、 未入会のままであ る。 彼らは院生で 

あ るケースが多いので、 特に連名で発表した 指導教官に会費を 至急納入するように 指 

導し 、 注意して貰 うよう 連絡する。 

  1996 年の決算および、 1997 年度の予算案が 示された。 

  テレホンカードが 関係者のご協力で 完売したのを 契機に、 特別会計にあ った DGD 基 

金は一般会計に 組み込み、 特別会計を廃止した。 

  MIMOS 会議 ( orphogenesis  and  Substratum 会議 )  の事務局 ( 西山一朗 

会員 ) から 65.485 円の寄付があ り、 お礼を申し上げた。 

( 嶋 磯編鐘 嚢幹 ) 

  96 年度の実績は 別表の通り。 

  次第に採択から 印刷まで時間がかかるようになってきた。 現行の隔月発行を 毎月にす 

るか、 総 ぺージ数を大幅に 増やすか検討中であ る。 論文 1 本あ たりのぺージ 数をでき 

るだけ少なくするよう 投稿者にお願いするのも 一つの解決策であ る。 

  カラーぺージ 代が高いので、 投稿者の負担が 大きい。 

これらの件につき、 その解決策を BlackwelH 社と交渉している。 また、 学会としてもど 

こまで負担が 可能かについても、 カラーを入れる 方向で検討していくことにした。 

  Blackwell 社から投稿者にリプリント 代の請求書がリプリントが 届く前に来るが、 リプ 

リント到着後に 送金しても問題がないので、 そのように対応して 欲しい。 この件につ 

いては、 問題がないことを 再度、 Blackwel@ に確認する。 

  Associateeditor 制をなくし、 学問分野や研究材料などの 視点から 8 人の E,ditoni 制 とし 

た   

ditonialboard を何人か入れ 替えて、 新しく国内外の U4 名で構成することにした。 

  Advisaryboard に江口吾朗、 片桐千明、 岡田 益吉 会員の他に N.LeDouarin 氏を加えて、 

国内外の 16 名で構成することにした。 

  Subscription 偽 e ( 外国向け販売用 ) に個人購読者価格を 設定することを Blackwell 社 と 

協議する。 

  DGD が医学関係のユーザーが 多 い Medllne にのった。 

  DGD の著作権 に関する書類は 編集委員会ではなく、 事務局で扱う。 

本年 長 ) 

  準備は順調に 進んでいる。 シンポジウムを「植物の 発生」をテーマに 企画している。 

  ワークショップは 4 つ行う予定であ るので、 積極的に企画して 欲しい。 
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